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ROOGA［雅］またはROOGA［鉄平］
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耐火被覆（1時間耐火）
床面より梁の下端までが4m以下の場合（H12建設省告示第1399号）

屋根ビスL45

クリップ（雅用、鉄平用）

国土交通大臣認定番号　※ROOGAの一般名称：樹脂繊維混入軽量セメント瓦

■不燃材認定番号

認定番号 適用下地 野地板 瓦桟木

NM-4863 指定なし

例示仕様 ●告示で規定されている例示仕様は以下の通りです。
［1］屋根30分耐火構造（木造・鉄骨造）

仕　様 木造でのイメージ図

様
仕
示
例

該当告示 平成12年建設省告示第1399号（平成30年改正）

建物構造 木造（軸組・枠組）、鉄骨造

屋根材
規制なし
ただし、地域（防火・準防火地域、法22条区域）による規制に適合すること
（不燃材料、飛び火性能認定品）

下　地 木材または鉄材

屋内側または
直下の天井

強化せっこうボード２枚張り、かつ、厚さ合計27mm以上
※せっこうボード端部の取合い部に当て木を設ける

断熱材 規制なし

ケイミュー商品の適用 ］平鉄［、］雅［AGOOR
※垂木・野地板等は設計施工基準に準じる

［2］屋根30分準耐火構造（木造・鉄骨造）

仕　様 木造でのイメージ図

様
仕
示
例

該当告示 平成12年建設省告示第1358号（平成30年改正）

建物構造 木造（軸組・枠組）、鉄骨造

屋根材
規制なし
ただし、地域（防火・準防火地域、法22条区域）による規制に適合すること
（不燃材料、飛び火性能認定品）

野地板 厚さ9mm以上の構造用合板、構造用パネル、パーティクルボード、硬質木
片セメント板その他これらに類するもの

屋内側または
直下の天井

厚さ12mm以上の強化せっこうボード１枚張り
※せっこうボード端部の取合い部に当て木を設ける

断熱材 規制なし

ケイミュー商品の適用

］平鉄［、］雅［AGOOR
るじ準に準基工施計設は等板地野・木垂 ※  

ただし、例示仕様に記載されていない野地板（普通合板等）を使用する
場合は、建築主事の判断が必要

※1 認定の適用範囲となる野地板の種類は下記の通りです。
野地板の仕様・厚み等は、屋根下地基準をご確認ください。

野地板 種　類

木質系ボード ①普通合板　②構造用合板　③コンクリート型枠用合板
④OSB（JAS構造用パネル）　⑤小幅板

木質系セメント板 ①硬質木片セメント板

］平鉄［、］雅［AGOOR：材根屋

野地板：合板、OSB等

下地（構造）：木造

断熱材：あり又はなし

天井：強化せっこうボード2枚張り
　 ）上以mm72計合さ厚（ 

］平鉄［、］雅［AGOOR：材根屋

野地板：構造用合板、OSB等

下地（構造）：木造

断熱材：あり又はなし

天井：強化せっこうボード
　 （厚さ12mm以上）

］雅［AGOORは図 ※  
合板下地仕様

］雅［AGOORは図 ※  
合板下地仕様

■飛び火性能認定番号一覧

認定区分 認定番号 適用下地 野地板※1 瓦桟木

飛び火性能

DR-1564
木下地 木質系ボード

タフモック
DR-1569 木材
DR-1574 なし
DR-1566

鉄骨下地
木質系ボード

タフモック
DR-1571 木材
DR-1567 木質系

セメント板
タフモック

DR-1572 木材
DR-1568 コンクリート系

下地
パーライト
モルタル

タフモック
DR-1573 木材

［2］屋根30分耐火構造認定（鉄骨造）
●新基材で新たに個別認定を取得しました。

認定区分 認定番号 適用下地 野地板 瓦桟木

屋根30分
耐火構造 FP030RF-1262 鉄骨下地 硬質木片

セメント板 木材

認定区分 認定番号 適用下地 野地板 瓦桟木

屋根30分
耐火構造 FP030RF-1955 鉄骨下地 硬質木片

セメント板

木材

タフモック

※ 施工仕様の詳細は、上記認定番号の認定仕様を確認してください。

［1］認定番号
●2020年3月中旬より飛び火性能認定から不燃材料認定に変わります。

屋根勾配と最大流れ長さの基準
【1】一般施工地域用の基準

●一般施工地域（P256参照）に適用します。
●谷が長くなると谷板の幅を広くする必要があります。詳しくは、グランネクスト／カラーベスト設計施工マニュアルをご参照ください。
●ヒシ・セイバリー・スペリアルⅡ・プラウドの個別対応はありません。
●「シンプル納まり」で隅棟納まりがある場合の対応勾配は3/10～6/10となります。

屋根材種類 屋根形状 勾配
基準 2.5/10以上※1 3/10以上 3.5/10以上 4/10以上 4.5/10以上 5/10以上 6/10以上

〈カラーベスト〉
コロニアル
（遮熱グラッサ､
グラッサ、クァッド）

セイバリー
（グランデグラッサ、
グラッサ）

レイシャスグラッサ
グラッサ600

切妻
片流れ

標準基準A
流れ長さ － 7m以下 10m以下 13m以下 16m以下 20m以下

下葺材 － ①、②

標準基準B
流れ長さ 5m以下 10m以下 15m以下 19m以下 24m以下 30m以下

下葺材 ③、④※2

標準基準C
流れ長さ 12m以下 17m以下 25m以下 32m以下 40m以下

下葺材 ⑤※3

個別対応※4
流れ長さ 15m以下 21m以下 30m以下 39m以下

－
下葺材 物件毎の個別対応になります。弊社営業所までお問合せください。

寄棟

標準基準A
流れ長さ － 5m以下 7m以下 10m以下 13m以下 16m以下

下葺材 － ①、②

標準基準B
流れ長さ 5m以下 7m以下 10m以下 15m以下 19m以下 24ｍ以下

下葺材 ③、④※2

標準基準C
流れ長さ 12m以下 12m以下 17m以下 25m以下 32m以下 40m以下

下葺材 ⑤※3

個別対応※4
流れ長さ 15m以下 15m以下 21m以下 30m以下 39m以下

－
下葺材 物件毎の個別対応になります。弊社営業所までお問合せください。

屋根材種類 屋根形状 勾配
基準 2.5/10以上 3/10以上 3.5/10以上 4/10以上 4.5/10以上 5/10以上 6/10以上

〈グランネクスト〉
うろこ、ヒシ、
サンド、シンプル

〈カラーベスト〉
スペリアルⅡ
（グランデグラッサ、
グラッサ）

プラウド
（ナチュラルグラッサ、
グラッサ）

切妻
片流れ

標準基準A
流れ長さ

施工不適

10m以下 13m以下 16m以下 20m以下

下葺材 ①、②

標準基準B
流れ長さ 7m以下 15m以下 19m以下 24m以下 30m以下

下葺材 ③、④※2

標準基準C
流れ長さ 12m以下 25m以下 32m以下 40m以下

下葺材 ⑤※3

寄棟

標準基準A
流れ長さ

施工不適

7m以下 10m以下 13m以下 16m以下

下葺材 ①、②、④

標準基準B
流れ長さ 7m以下 10m以下 15m以下 19m以下 24m以下

下葺材 ③、④※2

標準基準C
流れ長さ 12m以下 17m以下 25m以下 32m以下 40m以下

下葺材 ⑤※3

【下葺材①～⑤の仕様】

適用工法
下葺材

ケイミュー適用商品 現地調達される場合の
推奨仕様標準工法

補強工法

接着剤併用 ２本ビス（釘）留め 仕様 けらば増張り下葺材※5

下葺材① ● ● NEOシート同等品以上・1層敷 幅500mm NEOシート、ノアガードⅡ、
タフガード、イーグルガード、

アレスガード

アスファルトルーフィング940
同等品以上

下葺材② ●
NEOシート同等品以上・2層敷 －

または、アレスガード・1層敷

幅500mm

アレスガード アスファルトルーフィング工業
会の規定を満たす改質アス
ファルトルーフィング同等品
以上かつ、下記条件を満たす
もの
イーグルガード：イーグルガード同

等品質を有する
アレスガード：裏面粘着層付き

下葺材③ ● ●
合板下地、パーライトモルタル下地 イーグルガード・1層敷 イーグルガード、アレスガード

硬質木片セメント板下地 アレスガード・1層敷

アレスガード下葺材④ ● アレスガード・1層敷

下葺材⑤ ● ● ● アレスガード・1層敷 幅1,000mm

※1 硬質木片セメント板下地、2本ビス（釘）補強工法の場合は、適用不可とします。
※2 標準基準Ａを超えた範囲に適用します。下葺材③または④で全面施工しても可とします。
※3 標準基準Ｂを超えた範囲に適用します。下葺材⑤で全面施工しても可とします。
※4 個別対応の適用は、セイバリーを除きます。
※5 けらば増張り下葺材は、いずれの仕様の場合も、アスファルトルーフィング940同等品以上とします。

268

ROOGA

設計・施工基準
グランネクスト／カラーベスト

設計・施工基準

●タフモックが使用できるようになります。
●垂木（C形鋼）が厚さ2.3mmから使用できるようになります。
●耐火野地ジョイナーが不要になります。

テ
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